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再生紙を使用しています　紙へリサイクルできますので、 雑誌として分別してください

▲

ガイドボランティアの皆さん。
後列右から２番目が米田会長

平
成
28
年
８
月

　
仙
台
駅
東
口
や
東
西
線
の
宮
城
野
通

駅
周
辺
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ

り
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
少
し
南
東
に
足
を
延
ば
す
と
古

く
か
ら
の
寺
社
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、

寺
町
の
風
情
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の

地
域
の
新
旧
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
、

毎
月
28
日
、
榴
ケ
岡
市
民
セ
ン
タ
ー
と

共
催
で「
東
口
ま
ち
歩
き
」を
開
催
し
て

い
る
東
口
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
宮

城
野
さ
ん
ぽ
み
ち
」
会
長
の
米ま

い

田た

重し
げ

三ぞ
う

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
16
人
の
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

交
代
で
仙
台
駅
東
口
周
辺
を
巡
り
な
が

ら
、
こ
の
地
域
の
魅
力
を
解
説
し
て
い

ま
す
。
五
重
塔
が
あ
る
孝
勝
寺
や
仙
台

藩
主
の
夫
人
た
ち
の
墓
『
政
岡
墓
所
』

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
資
源
が
あ

る
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
」
と
米
田
会
長
は

話
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
土
井
晩
翠
の

墓
や
歌
碑
の
あ
る
大
林
寺
、
島
崎
藤
村

が
仙
台
で
下
宿
し
た
「
三
浦
屋
」
の
跡

地
に
あ
る
藤
村
広
場
な
ど
、
周
辺
の
見

ど
こ
ろ
を
紹
介

し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
ま
ち
歩
き
の

終
着
点
は
、
同

日
に
若
林
区
の

新
寺
小
路
緑
道

で
開
催
さ
れ
て

▲孝勝寺（宮城野区榴岡）を見学する東口まち
歩き参加者の皆さん

▲毎月28日に開催される新寺こみち市。ヤギと
の触れ合いコーナーもあります

歴
史
資
源
と
新
し
い
ま
ち
が
共
存

　
　
―
仙
台
駅
東
口
周
辺
の
ま
ち
歩
き

◆
東
口
ま
ち
歩
き

毎
月
28
日
（
８
月
・
12
月
〜
２
月
を
除

く
）
午
前
10
時
〜
正
午
に
開
催
。
予
約

不
要
。
午
前
９
時
50
分
ま
で
に
Ｊ
Ｒ
仙

台
駅
東
口
75
番
バ
ス
停
付
近
に
集
合

◆
ガ
イ
ド
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

ガ
イ
ド
を
希
望
す
る
個
人
や
団
体
の
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
榴
ケ
岡
市
民
セ
ン
タ
ー
☎
299
・
５
６

６
６

い
る
「
新
寺
こ
み
ち
市
」。
緑
で
囲
ま

れ
た
遊
歩
道
に
、
農
産
物
や
お
菓
子
、

雑
貨
、
手
芸
品
な
ど
の
お
店
が
並
び
、

毎
月
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
米
田
会
長
は
「
ま
ち
歩
き
に
は
、
多

い
時
は
市
内
外
か
ら
70
人
以
上
の
方
に

参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
東
西
線
も

開
通
し
た
の
で
、
今
後
は
八
木
山
動
物

公
園
駅
か
ら
荒
井
駅
ま
で
の
沿
線
各
地

を
巡
る
ま
ち
歩
き
も
企
画
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
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